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2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン

電磁場の生体影響、新研究醸成支援プ ログラム

ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

ミッシ ョン2:太 陽エネル ギー変換 ・利用

ミッシ ョン3:宇 宙環境 ・利用

ミッシ ョン4:循 環型資源 ・材料 開発

3.研 究概要

木質か らグラフェン層結合体 を世界で初 めて合成 し、電子顕微鏡 を用いて観察 しその電子

状態 を明 らかに した。 グラフェンは炭素原子がベ ンゼ ン環構造 に緻密 に圧縮 された単層 で、

カーボン繊維 、ナノチ ューブお よびフラー レンな どの基本 となる構造であ る。 このグラフェ

ンを対象 とした研究者 に2010年 、ノーベル物理学賞が授与 され た。グラフェンには六角形 の

網構造 をもつ炭 素原子が一面にだけ存在す る。 しか し量産技術 の確立が遅れ てお り、従来法

ではSiC上 に熱分解 によ り生成す る方法や触媒金属層上に化学的気相法 で成長 させ る方法で

あ り大量生産には向かない。木材 は難黒鉛化材料 といわれ結 晶化 しに くい材料 と考 えられ て

いて、木質か らのグラフェンの合成 は不可能 と考 え られていた。 しか し、研究代表者 らが開

発 した方法 によ り高度 に発 達 した黒鉛構造体を経 て、酸化 、超音波お よびマイ クロ波加熱処

理 に よりグラフェン層構造体を合成 し、電子顕微鏡 による観察 で確認 した。 さらに、 グラフ

ェンに関す る研 究 ・開発動 向についてフランスの研究機 関において調査 し、今後 の研究方 向

についての示唆 を得た。
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